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宗教改革下の英国における
平信徒の信仰と印刷テクスト

ウィリアム・ラステルとその時代*

原島貴子

英国では宗教改革の流れが本格化した近代初期、つまり 16 世紀初頭以

来、従来の様々な宗教書が、国教会またはプロテスタントからの批判の対

象となり、改鼠・廃棄された。一般にその流れは、 1536 年以降のヘン

リー八世の「修道院の解散J (Dissolution of the Monasteries) に始まり、特

にエドワード六世の治世に「迷信深い書物と偶像を禁止j する法令 (1550

年)が発布されて、多くの宗教書・ミサ典礼書が失われたことが知られて

いる。 1 中世ヨーロッパで主に聖職者でない一般のキリスト教徒に親じま

れた、「時祷書」或いは「小祈祷書J (the Book of Hours , Horae または

Primer) と呼ばれる、日々の祈りのためのテクストもその一つであり、た

とえ廃棄を免れても、多くが改憲の憂き目を見た。 2 そのような変化の流

れは、純粋に神学的なテクストに留まらなかった。祈祷書の類は、宗教改

革の変化の波に大きく翻弄された書物の代表であるが、このような宗教改

草下のテクスト改変は、実は聖俗両方のジャンルに見られたのである。た

だし、一方で改変を完全に、或いは最小限の修正のみで免れた書物は確か

に現存している。それらはおそらく一つには、カトリックの信仰に留まっ

た人々に使用された可能性がある。かたや、新しい国教会やプロテスタン

ト側が、その教えを広めるために、ローマ教皇の権威と教えを排除する改

変を施し、既存のソース・テクストを再活用していたことも考えられる。
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言い換えれば、もともとはカトリックの言説であっても、新しい装いのも

とに、 16 世紀を通じて根強く使い回された素材が、聖俗両方のジャンル

に存在していたということだ。

そうした、宗派の境界を跨ぐかのようなテクストの残存は、宗教改革以

前・以後の「変化」よりも、広く中世後期から宗教改革期に至る、テクス

トを取り巻く環境の「連続性J またはテクストそのものの「多層性j を示

唆するようにも思える。本稿は、ウィリアム・ラステル (William RasteU, 

1508同65) という印刷業者の活動を軸に、そのような暖昧性を残すテクスト

の見直しを図る。彼は 1532 年、 1533 年という宗教改革前夜に、「小祈祷

書j と『フェイピアンの年代記.] (F abyan 's Chronicle) という歴史書をそ

れぞれ出版していた。文学史上は無名に近いが、実はトマス・モアの甥で

あり、晩年 (1557 年)にはモアの英語の作品集を出版し、印刷史に輝か

しい業績を残している。 3 一族・一家が宗教改革の荒波に分断される中で

も、おじのモアを敬愛し続けたこの人物は、終生カトリックの信仰を貫い

たと言われる。メアリ女王の統治下の英国では、政治的に重要な役割も果

した。

宗教改革期の「時祷書j 或いは「小祈祷書」等の主だった改変の特徴を

挙げてみれば、類似した傾向が同時代の「歴史書」の書き換えにも認めら

れるのであるが、特にウィリアムが第二版を手がけた『フェイピアンの年

代記』は、君主による公式の宗教改革が始まる以前に成立し、その後も版

を重ねたため、変化或いは変化の表層の下に在る連続性を確認するのに適

した例であろう。作者は、ロパート・フェイピアン (Robert Fabyan, d. 1513) 

という富裕なロンドン市民で、市の行政を中心に世俗の出来事を綴ったも

のである。異なる印刷業者が出版した四つのヴァージョンが存在するが、

英国国教会の成立した後の版に重要な変更がみられる。まずはこの変化に

注目し、フェイピアンが執筆したであろう 15 世紀末(または 16 世紀初

頭)から第四版出版迄の 1550 年代一つまり中世後期とも近代初期とも呼

ばれる過渡期の時代ーにおける英国における宗教改革の大きな流れを捉え

る。次に 1534 年迄の宗教改革前夜に焦点を絞り、年代記本文中の i(英
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語の)祈祷文の挿入J に注目しながら、多層性の問題に目を向ける。作者

フェイピアンの著述と印刷業者ラステルの編集手法を検証し、両者の実は

複雑で繊細な信仰上の問題点を指摘する。以上の手順が明らかにするこの

書物の特性により、英国の宗教改革の諸問題が浮き彫りになるであろう。

本題に入る前に、まずは研究史上の問題に目を向けたい。英国の宗教改

革は、よくヘンリー八世主導に始まると言われる。しかしその評価には

様々な問題があり、 Marshall の最新の研究が示したのも、ヘンリ一統治下

の英国の宗教的アイデンティティが複雑暖昧であること、しかもその検証

が十分でないということであった04 当初はローマ教会を擁護し、 1530 年

代に変節を遂げたヘンリー自身、宗旨の一貫しない法令や教書を出し、周

囲を困惑させることが少なくなかった。 5 端的な例を挙げれば、 1530 年の

二つの国王布告 (royal proclamation) であるが、一方はルタ一派に同調す

るテクストの出版禁止を命じた前年の布告を繰り返し、他方は社会を混乱

させる要因だとして、ローマ教皇の大勅書 (papal bull) の排除を命じ、政

治的には相反する、或いは中庸を図るものであった06

ただし、こうした怒意的な「上からの改革J (Reformation from Above) 

に対し、もともと中世後期のキリスト教社会が、教会や聖職者に対する批

判を含め、教義・信仰上の多様性を内包していたとする見方もある。

Mcgrath が比較的早くに指摘したように、中世後期の平信徒の信仰心の高

まりは、あくまで伝統的な教義・社会システム内にあって、変化や改革を

促す新鮮な活力にも見えた。 7 Haigh、 Duffy、それに前述の Marshall 等に

よる修正的議論は、君主主導の一連の宗教改革の流れを「唯一の宗教改革J

(‘reforms' で、はなく‘Reformation')と捉えがちな従来の視点に疑問を提示し、B

様々なテクストの読み直しを推奨するものである。用語の使用上の難しさ

もあるが、プロテスタントの側でも伝統的な要素を活用したのに対し、カ

トリック側においても後のプロテスタント的な一つまり改革派的(‘re-

formingつな 要素は、ルターに始まる宗教改革以前にもあったのである 09

このような暖昧性を念頭におき、実際の印刷テクスト上に如何なる変化

が生じたのかを概観する。例えば、「時祷書j 等では、宗教改革以降、そ
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れらの含む免償証 (indulgence または pardon) の部分に、削除の手の入っ

た例が多く見受けられる O 10 免償証とは、罪を残したまま死んだ人間の魂

が煉獄(Purgatory)で責め苦を受ける期間の短縮を、ローマ教皇が約束す

る証書のようなものである。厳密に聖書に基づく教えとは言えないものの、

民間信仰の要請とローマ教会の必要とがうまく合致して、全中世キリスト

教社会に浸透していった。マリア崇拝を頂点とする、聖人の奇跡の信仰も、

様々な効用を信者に約束するものとして広く容認されていた。しかし宗教

改革期を通じてこれらに対する懐疑的態度が強まれば、宗教的思想信条を

示す指標として、テクストからの排斥の対象となっていった。抽象的な教

義の問題以前に、これらの語や概念は、信徒からの寄進や教会の土地財産

をめぐる、既存の物質文化・経済体制と緊密な結びつきがあった為に、例

えば「修道院の解散J を求める宗教改革推進派と既存の宗教的立場を守る

側との間で攻防の焦点になったのである O Il 

ローマ教皇の名の下に発行されていた免償証は、ルタ一派の運動の端緒

であり、改革派の批判の的になった。ただしその削除は時に不徹底で、免

償証全体を線で消したようでも、完全に塗り潰された訳ではなく、そのほ

ぼ全文が易々と読める事例が写本・印刷本ともに見られる O 12 また、免償

証自体はそのままで、中に含まれる‘pope'の単語のみを塗り潰している事

例もある。 13 このように新しい教義や政治的要請から手が入ったといって

も、陵昧な点を残したままのテクスト改変の実態に目を向ければ、その改

震者や読者を、単純にカトリック、プロテスタントと識別することは困難

であろう。その程度の違いについて解釈は分かれるが、前述の事例は、読

者の側が自らの選択のもとに差し障りのある語や表現をテクストから削除

したものかもしれない。旧来のテクストの改震あるいは保存の為の処置に

対し、これらを参照しながら新たに制作された書物もある。 1545 年の

「欽定の小祈祷書J の出版がその例である。伝統的な形式や内容を踏襲し

ながらも、新しい国教会の方針に基づき英語で制作されお墨付きを得た。 14

中世の時祷書ではマリア崇拝を反映した祈りが比重を占めたが、 15 この新

しい祈祷書ではキリスト中心の祈祷に軌道変更されている。
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これらの祈りの書の変更の傾向は、『フェイピアンの年代記J にも確認

できる。ヘンリーの宗教改革の方向性が定まる 1534 年以前の初版・第二

版と、それ以後の第三版・第四版との間に重要な違いがもたらされた(本

稿末尾の表 1 ) 0 16 Ellis が既にその概要を述べているが、 17 主たる違いはこ

れまでに挙げた、新教・旧教の立場を端的に表明する、指標的な語・表現

をめぐる編集の取り扱いにあったと言える(表 l の改①から改④の欄参

照)。先述の時祷書の例のように、この印刷テクストにおいても、ローマ

教皇及び免償・煉獄に係る部分が第一の標的となったことは明白である。

まず、 1535 年より宗教書での使用の禁止が指示された教皇の‘Pope'の肩書

きは、この年代記でもほぼ全編を通じて‘Bishop of Rome' に改められた(改

①)。煉獄に関して作者フェイピアンが見解を述べた部分も削除された

(改②)。さらに 1545 年の小祈祷書の編纂方針にも似て、聖人崇拝的な要

素、つまり彼らの奇跡の扱いも縮小されていた。特にヘンリ一二世に逆

らった聖人トマス・ベケットに関しては、記述が削除されたのみならず、

その人物を反める書きかえもなされた(改③) 0 18 そしておそらく最も明白

なのは、表 1 の改④の欄に掲げた、祈祷文に関する変更点である。この

年代記にはラテン語で「喜び」を意味する‘Gaude' に始まる七つの「聖マリ

アへの祈り J (ただし祈りの本文自体は英語)が各巻に含まれるという特

徴が初版・第二版にあった。しかし第三版以降は、網掛けに表示した七つ

の祈り全てが取り除かれ、序におけるマリアへの呼びかけと祈りも、下線

部分に示すように、キリスト中心の内容に変更された(改④)。

このように、国教会成立後の版には宗教改革に関連する重要な改変が見

られた。ただし、宗教的アイデンティティの問題の一層の複雑さは、国の

政策・体制の改革に伴うこれらの変更に加え、もとのテクストに内在して

いた、変化の胎動に限を向けた時により深く理解されるであろう。次に年

代記の初版と第二版の特徴を示し、 1534 年の改革以前の平信徒の信仰心

の問題を捉えたい。既に触れた作者フェイピアンは 1513 年に没したため、

ヘンリーの宗教改革とはもちろん無縁であった。裕福な商人階級の出身で

あり、 Ellis によれば、信仰心篤く、教区教会に数多くの寄進をし、自身の
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死後の魂のために様々な祈りを捧げるよう周りに指示した遺書も残されて

いる。 19 こうした伝統的な信仰心は、年代記の叙述の内容にも、枠組み

(構成)にも顕れているように見える。『フェイピアンの年代記』は基本的

にはロンドン市の行政を中心に世俗の出来事を綴った歴史書であるが、修

道会的な歴史編纂の手法に倣ったとも思われる要素がある。チェスターの

修道士ラノルフ・ヒグデン (Ranulf Higden, c. 1280- l364) の編纂した『万

国史j (Poかchronicon) に代表されるように、聖アウグステイヌス以来、六

ないし七の時代区分に従って、歴史を分割する方法「世界年代」が中世の

歴史叙述の伝統にはあった。その伝統は、中世後期から近代に入り衰える

が、 20 フェイピアンが一つの書物を七巻に分けたのも、この「世界年代j

伝統のおそらく継承であろう。この様に、ロンドン市の歴史という世俗の

歴史書にもこの聖史の枠組みが取り入れられたと見られるのだが、フェイ

ピアンはさらに独自にそれを強める工夫もしていた。それが先に触れた、

各巻に含まれる「聖マリアへの七つの賞賛の祈り j の選択である。これは、

平信徒がおそらく日々の勤めとして親しんでいた祈りを、 21 神の歴史の時

間枠に組み込むという、フェイピアン独特の興味深い試みに見える。

フェイピアンはこのように、中世後期或いは近代初期における平信徒の、

伝統的な信仰心の高まりを示す好例に思われるのである。しかしこの一方

で実は、「反修道会的な」要素もあり、聖職者の腐敗の批判等に遠慮がな

かったためか、ジョン・ベイル (John Bale, 1495-1563) の書き残した所で

は、ウルジー枢機卿がこの年代記の初版を焚書にしたという O 22 真偽は不

明だが、そうした一面が McLaren など現代の研究者に、客観的な史料編

纂手法とともに、当時としては画期的と評価される要因である。フェイピ

アンはまた、自国語の使用に強い拘りがあったと思われ、ラテン語の韻文

を訳す詩作等もしていた。年代記には、「聖マリアへの七つの祈り J を筆

頭に、聖俗いずれもの詩・バラッドを英語に訳して収めている。この意味

では、部分的にロラード派 (Loll町d) 的な叙述の傾向が認められると言え

る。ロラード派とはウイクリフ派の別称であるが、聖書の英訳を早くから

主張した一派である。つまり、フェイピアンの信仰の態度の特徴は、あく
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まで敬慶な伝統的教義の枠内で、後のプロテスタントの態度を先取りする

ような傾向を複雑に帯びていたことにある。

この年代記の第二版を出版し、年代記の命を次世代につないだウィリア

ム・ラステルの仕事は、さらなる問題を喚起する。フェイピアンに似て、

伝統を尊重する態度の中にもラデイカルな面が見え隠れしているのだ。そ

もそも当時ウルジーの死後とはいえ、宗教的に先の見えない時節に、現実

に焚書にあったのかもしれない年代記を敢えて再版する必要が何故あった

のか。それには彼の信仰の心情と絡んでいた可能性もあろう。ピンソンの

初版が未完であったことに係りがあったのかもれない。「七つに分かたれ

た年代記の各パート(巻)の終りに、聖母マリアに七つの祈りを捧げる J

というフェイピアンの構想、は、第一巻のエピローグ部分(第一の祈りの直

前)に明示されている O 23 しかし実際にはピンソンの初版の、リチヤード

三世の治世で終わる七巻目は、それに該当するエピローグを欠く。従って、

実は初版の全七巻が含むのは第六番目の祈り迄であった。しかしこの不足

を解消したのが、まさに次に印刷出版を手がけたウィリアム・ラステルの

仕事であった。ピンソンの版をそのままではなく、七つ目の祈りを含む七

巻目の続きを補完して年代記の第二版としたからである。祈りと世界年代

の七つの調和が完成すれば、伝統的な聖史としての枠組みが一層強化され

たと言えよう。ラステルが追加した部分はフェイピアンの遺稿であり、ラ

ステルは単純にそれを足しただけという見方もあるが、 24 その入手の経緯

や初版のピンソンが全文を印刷しなかった事情等は、今までのところ不明

のようである。

それらの序の祈りの全文と、それに続く七つの祈りの小見出しは、表 l

の改④の欄に挙げる通りである。七つの小見出しはラテン語であるが、こ

れに続く祈りの本文自体は七っとも全て英語である。ここで英語、つまり

「自国語で書かれた (vernacul紅)J 祈りの出版の意義を問うならば、中世の

時祷書や祈祷書は、一般的にはラテン語で制作されていた。英語の時祷

書・祈祷文の類が公に認められるのは宗教改革が本格化してからのことと

言える。英国では、基本的に聖書そのものと祈祷書の類の自国語化が、大
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陸の、ヨーロッパ諸国より遅れたと言われている。祈りのテクストは、アン

グロ・ノルマン語や中英語でも中世期に確かに見られたのであるが、25Rex

の指摘では 14 世紀末からのロラード派への反動作he Lollard crisis') が尾

を引き、 15 世紀には逆に宗教関連書(中でも聖書と町並1ぼなどの祈祷書)

の自国語化の発展が鈍化したと言う O 26 そして 16 世紀初頭ではさらにル

ター派への抑圧が英語の祈りの書に対する風当たりを強めた。しかも、そ

うした動きはウィリアムのすぐ周囲に現実のものとして迫っていた。

An English Hortulus animae (a parallellayman's devotional book, very popul紅

白 Germany) is mentioned in a list of books of 1529, and in 1530 is found in a 

list of prohibited books. In the next ye紅 both the Hortulus animae and the 

Primer in English were procl泊med at Paul' s Cross, and Richard Bayfield was 

charged with importing the Primer in English. In 1532 Sir Thomas More 

reported 血athe had heard of an English primer by George Joye.27 

敬愛するおじのモアも英語の祈祷書に対して懸念を抱いたとあっては、

ウィリアム・ラステルも同種のテクストの扱いに対し敏感ならざるを得な

かったと言えよう。

もちろん、英国でも自国語文学の流れは既に伝統として築かれて久しく、

法律などを含む実用的文書の自国語化の必要はウィリアムの父ジョン・ラ

ステルが標梼してやまぬものでもあったが、殊に祈祷文の英訳に関しては、

英国固有の事情(ロラード派の活動を発端とするものへの一連の警戒の動

きと、 1534 年迄のヘンリー八世の出版規制の政策)を重視すべきであろ

う。英国国教会の樹立した 1534 年以降は、聖書や祈祷文の自国語化はむ

しろ公に推奨される流れに変化した。 28 また逆に、 1530 年前後でも、写本

の形態で流通していたテクストにあっては、自国語の祈りという要素もそ

う珍しいものではなかったかもしれない。 29 それでも猶、殊に 1530 年前

後から 34 年迄の時期、英語の祈祷文・祈りの書を「印刷・出版することJ

は、かなり疑わしい行為に映った可能性が否めない。 1530 年代に至るま
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でには国王布告も印刷されていた訳だが、そのように印刷・出版の力に比

較的早くから注目をしていた王室は、お膝元であるロンドンの出版業を緩

やかながら着実に、規制していった。上記の引用で言う 1529 年の「禁書

リスト J を含む布告の印刷を担当したのは、かつては『フェイビアンの年

代記J 初版を印刷し、ウィリアムの父ラステルとは時に協働関係にあった

と知られるリチヤード・ピンソンその人である O 30 

・興味深いのは、ラステルには、実は選択の余地があったことである。祈

りそのものを削除するか、または英語訳の代わりにラテン語の原文を印刷

するかである。この時代には、印刷業者がテクストを自分の都合にあわせ

て改変するのも珍しい行為ではなかった。しかし、実際には彼がそうせず

に、むしろ七つ目の祈りを加える補完をしたのはこれまでに見た通りであ

る。ここに至り、『フェイピアンの年代記』第二版の前年、 1532 年に、

ウィリアムが手がけた「小祈祷書J が注目される 031 実はこの「小祈祷書」

に「聖マリアの喜び」つまり‘Gaude'の七つの祈りが全てそっくり含まれて

いるのである。ただしこの「小祈祷書J には、それらのラテン語のテクス

トのみが掲載されている(全文を転載した本稿末尾の付録参照)。付録の

囲み部分(小祈祷書のヴァージョン)と表 1 の網掛け部分(年代記の

ヴァージョン)を比べれば、網掛けの小見出し(表 1) と四角に囲んだ七

つそれぞれの祈りの書き出し部分(付録)が全てほぼ一致することが確認

されよう。異なるのは、年代記のヴァージョンの方では、祈りの本文自体

は(もしかするとフェイピアンによる)英訳であったことだ。従ってこの

点のみからは、ウィリアムの小祈祷書は伝統的な系列に属するよう見える

かもしれないが、実は他の部分において、英語訳を含む割合が当時の印刷

本の小祈祷書の中では比較的高く、ラデイカルな傾向の強い「興味深いJ

事例との指摘がある O 32 

以上により、フェイピアンの「聖母マリアへの七つの(英語の)祈り J

は、伝統的なマリア信仰の盛り上がりの表出とも、逆に英語の祈りという

革新的要素とも解釈可能なものである。尤も、既に確認したように、国教

会成立後の版(第三版・第四版)では、序のマリアへの呼びかけと祈りと
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ともに七つ全てが除かれてしまった。しかし、このように伝統的な信仰心

をその枠組みに色濃く反映していた『フェイピアンの年代記』が、宗教改

革期を通じて版を重ねた事実は、この年代記が新しいプロテスタント的な

風潮にふさわしい年代記に比較的容易に転向可能であったことを示唆す

る。また McLaren によれば、フェイピアンの原文を全て回復した 1533 年

のウィリアムの第二版は、その翌年、つまり奇しくも国教会成立の年に

「参事会員の議場に飾られることが合意されたJ そうである O 33 信仰に篤い

からこそ、聖職者批判を憎らなかったフェイピアンやラステルの革新的で

自由な気質は、それを許容し育む土壌が中世後期のキリスト教社会にあっ

たからこそとも考えられるのだ。

このように、ある一定の語表現・叙述の削除や置き換えの操作により、

もとはカトリック起源であった年代記が、宗教改革を経た次世代の読者に

も読み継がれていた。留意すべきは、バランス感覚に優れた俗人に編まれ

た、ロンドン市の行政の記録という基本的な性格をその後の版も保ち、テ

クスト改変がこれを急進的なプロテスタント・ピューリタンの歴史として

貫徹するまでには至らなかった点である。 1541 年からエリザベスの即位

までの「現代史J が追加された第四版には、当然、カトリックの女王メア

リの統治の叙述が含まれているが、その即位やスペイン王フェリペとの華

やかな婚礼の儀式、一般の市民の祝福の描写は、このカトリックの女王に

好意的とも読める O 34 実際には初版よりも第三版を踏襲しているが、第四

版の印刷者ジョン・キングストンは興味深いことに、自身の「印刷業者か

ら読者へJ の呼びかけで、第三版が「初版から変更した部分を、原著者の

意図に従うよう修正したj と述べ、初版との連続性を意識している O 35 そ

れにしても、第三版以降の、教義的に問題を苧むと覚しき語表現・叙述は

基本的に削除するという、一見消極的ともとれる編集姿勢が、この『フェ

イピアンの年代記』を、ジョン・ストウのような一級の歴史家を含む、宗

教的に幅広い層の読者の利用に供される書物としたように思われる O 36 

以上から、革新的な要素を多分に含むカトリックのテクストが、宗教改

革の流れの中、著者の当初の意図から離れて、様々な形で受容されていっ
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たことが理解されよう。『フェイピアンの年代記』の場合、その継承は、

まずウィリアムの手を経て、さらにプロテスタントの支持者か、或いは専

ら君主の政策に同調した印刷人達による、テクスト改変を通じてなされた。

聖書の教えのみに絶対の信を置くべきと学び育った世代の彼らにしても、

祈祷書であれ歴史書であれ「新しいぶどう酒は新しい皮袋にJ というマタ

イ伝の教え (9.17) と裏腹の操作で、以って、古い皮袋も時によく活かした

のである。それと好対照と言えるのが、改革以前のフェイピアンや、改革

後も一貫してカトリック陣営に留まったウィリアム・ラステルのような人

物達のテクストに、初期の改革推進派或いは後のプロテスタントの支持者

が称揚した要素(聖典や祈祷における自国語の使用の推奨、聖職者・修道

院の腐敗に対する揺ぎない批判等)が含まれていたことである。それが公

式化するのは、プロテスタントの改革派が力を得ていった宗教改革以降で

あろうが、実はそれ以前からも、中世後期の平信徒の信仰心の高まりを背

景に、非公式に存在していたものだと言える。

時代が進むにつれ、英国でもプロテスタントの教義が固まれば、宗教書

関連において、新たに制作されたテクストに、カトリック側が領有しえな

い、独自性を打ち出す神学的要素が含められていったことであろう。また

歴史書においては、ジョン・ベイルのような熱狂的なプロテスタントの歴

史家が、既存の『フェイピアンの年代記』等を参照しながらも、独自の視

点を強固に打ち出すにつれ、両宗派の宗教観・歴史観の議離は進んでいっ

たと考えられる O 37 ただし、このように宗教改革初期に存在した暖昧性は、

16 世紀を通じては宗旨の違う君主が国教を恋意的に変えるという特殊な

状況に曝され、独自の宗教観を強いては打ち出さない、幅広い中間層の受

動的或いは追従的姿勢の中に確かに保たれていたようにも映る。それは、

エリザベス女王、ジェームズ一世の即位と続き、ょうやくプロテスタント

側の優勢が確定的になった後にも、各時代の宗教政策と出版テクストの問

題の根底に生き続けた性格と言えないであろうか。この点を考慮に入れ、

作者とともに印刷業者等の仲介者の宗教信条を踏まえた、改革期における

各種のテクストの見直しが求められよう。
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表 1 rフェイビアンの年代記』の諸版の遣い
(下線・網掛け等の強調は執筆者による)

国教会成立以前の版

(1516 年， 1533 年)

国教会成立以後の版

(1542 年， 1559 年)

国各
版
の
タ
イ
ト
ル
等
の
情
報

(原題 The New Chronicles of 

England and France) 

R ・ピンソン印行(回C10659) 

内容:英国建国からヘンリー七世

即位迄の記述

rn 1533 年ラステル版
(原題 Fabyan's αJronicle)

w. ラステル印行 (STCI0660)

軍亘[]:ヘンリ一八世の即位迄の
記述

コ追加部分はフェイビアンの遺稿

と言われる

固 1542 年ボナム・レインズ版

(原題 The αJronicleof Fl物m1)

W ・ボナム印行 (STCI0661)

J .レインズ印行 (STC10662) 

直亙亙:ヘンリ一八世の治世途中
迄の記述

回 1559 年キングストン・ブラツ

ドショー版

l原題:官leChronicle of Fabyan) 
J .キングストン印行(回C10663 
帽64)

H ・ブラッドショー印行 (STC 10 

664.5) 

彊彊亙:エリザベス一世の即位迄
の記述

改|・ 「教皇J の肩書き‘Pope'

① 

コほほ全編を通じ、‘Bishop of 

Rome' (1ローマ司教または主教J)

に置き換え

改|・煉獄の描写(ー箇所)
I For this deede, sayth Guydo & 

( I other, that this Hugh, bisshop of 

Chester, had 血us causyd the munkis 

of Couentry to lose their lande & 

house , he toke therfore so great 

repentaunce, that vpon his deth bed, 

he axyd of God, that, for a due & 

conuenyent penaunce , he myght 

redeme that offence by the lyinge in 

的e命reof purgatory from the day of 

his deth vnto the generall day of 

dome. (Ellis, p. 302) 

二今下線部分の削除

企図せずに、コヴエントリー

の修道士達が土地や館を失う

きっかけをイ乍ってしまったチェ

スターの司教 Hugh が、おそら

く死後に最後の審判の日まで煉

獄の火に (in the fyre of purgatory) 

身を横たえて、浄罪するであろ

う、という見解を示す部分

(12) -211 



改 l ・聖人・奇跡の扱い

| 例) トマス・ベケット (Ellis ， p. 

( I 273 他)

二今「聖(人)J ‘ saint'や「奇跡」‘凶r­

acle' の等の語を削除する他、ベ

ケットの記述は多くが省かれた

改 l ・聖母マリアへの呼びかけと祈り

I [第 1 巻序文(プロローグ)中]

( I (Ellis, pp. 6・7)
聖| 聖母マリアへの呼びかけと序の祈

母|り:
マ
リ
ア
へ
の
呼
び
か
け
と
序
の
祈
り

↓以下の変更と削除

[第 1 巻序文(プロローグ)中]

(STC 10661, p. 6) 
コキリストへの呼びかけに変更

(下線部分)

[. . .J [ . . .J 
Wherfore to the lorde that is I Wherfore to the Lorde , that is 

Cel回tyall celes句rall

ence ence 

1 wyll nowe crye, that of his Inf1u-I 1 wyll now crye, that of his inf1tト

Of grace and mercy, he wyll a droppe I Of grace and mercy, he will a droppe 

let fall, le仕e fall, 

And sharpe my wytte with suche I And sharpe my wytte with suche 

expeηrence， expenence, 

That this may fynysshe with his I That this may fynysh, with his assisｭ

Assystence，旬nce，

with fauour of the virgyn, his Moder I To the glorye of his [Christ's] n創ne，

moste excellent, which in heauen is 

To whom 1 thus praye with myndel Where the angels incessantlye syng, 

and hole entent gloria in excelsis; 

Assitprinc伊io sanc的 mariameo.

Moste blyssed Lady comforte to suche 

ascalle 

To the for helpe, in eche necessyte, 

And what thou aydest may 血 nowyse 

Apalle 

But to the best is formyd 加 ylkedegre:

Wherfore good Lady 1 praye it may 

ple出e 血e，

At my begynnynge my penne so to 

lede, 

That, by thyne ayde，出is worke may 

haue good spede 

コ呼びかけに続く序の祈り

{この序に際し聖マリア様

がお力添え下さいますよう

にJ

(Assit pri町ipio sαncta Maria 

meo) の削除
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コ上の変更に伴い、各巻に

含まれる七つの「喜びj の

祈り‘Gaude' または「聖マリ

アへの七つの賞賛(の祈

り) J (‘ Seven Prayers of 

the Blessed Virgin') を全て

削除



付録:ウィリアム・ラステル出版の「小祈祷書J 中の‘Gaude'の祈り
(STC 15976; 1532 年)

一終課 (Compline) に続く、所謂‘o∞ぉional prayers' 中 (sigsh3v-h4v) 

ー全てラテン語(ただし‘Ofthe. vii. spyry加allioyes of oure lady' の英語の小題)

明 Of由e. v註. spyry加a11ioyes of oure lady (囲みによる強調は執筆者による)

|Gaude flore vi昭ina1i 1/ honoreque specia1i / transcendens splendiferum. Angelorum 

p，rincip唄tum: et s佃ctorumdecoratum dignitate numerum. 

|Gaude sponsa chara dei:In創11 vt c1ara lux diei solis da加r lumine. Sic 加 facis orbem 

vere 加ep⑫cisresplendere lucis plenitudine. 

|Gaude splendens vas v註加加m1/cuius parens est ad nu加川:tota celi curia. Te benignam 

et felicelη/ iesu dignamgene凶cem vener佃sin gloria. 

|Gaude nexu voluntatis1/ et amplexu digni白出/iuncta sic a1tissimo: Ut ad vo加mconse同

quaris / quicquid virgo postularis a Jesu dulcissimo. 

|Gaude mater miserorum1/ que pater seculorum dabit te colentibus. Congruentem hic 

mercedem / et felicem poli sedem reg凶sin ce1estibus. 

|G加de v均oma旬rchristi / 加 que sola1 meruisti 0 v均opiissima. Esse tante di伊itatis/ 

vt SlS sancte tnmtatls seSSlOne proX1ma. 

|Ga凶e virgo ma記rp町a1/ certa manens et 蹴町a quod hec s叩匂m gaudia. Non c白ト

abunt nec decresc四t/ sed durabunt et florescent per etema secula. 

[この後に交唱(Antiphon) が続く]

〉王

* 本稿は、日本学術振興会特別研究員 (DC2) の奨励補助を受けた研究

の一環として執筆した。御助言・示唆を頂いた慶麿義塾大学松田隆美

教授と、『フェイピアンの年代記J を含む、御手持ちの貴重な資料の

閲覧を御快諾下さった同大学高宮利行教授に、心より感謝申し上げた

し=。

ヘンリー八世以降の宗教改革に関連する法令や政策の流れは、 Robert

Whiting, Local Responses to the English Reformation (Basingstoke: Macmilｭ

lan; New York: St. Martin's Press, 1998)の序論(Introduction， pp. 1-7)が簡

便にまとめている。

2 Eamon Duffy, Marking the Hours:・ English People and Their Prayers 1240“ 

1570 (New Haven: Yale University Press, 2006)に数多くの事例が紹介さ

れている(特に pp.147-70 を参照)。

3 印刷業者ジョン・ラステル (John Rastell, c. 1475-1536) の息子であり、

父の印刷業を引き継ぐとともに、法律家にもなった。モアの著作、義
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兄弟の劇作家ジョン・ヘイウッドの作品、その他法律書を多く出版し

た。モアとの係りでルーヴァンに移住し、帰国したのはメアリ女王の

即位の年の 1553 年であった。その他の伝記的情報は、 J. H. Baker, 

‘William Rastell' , in DNB くhttp://www.oxforddnb.comlview/artic1e/23151>

[accessed 1 September 2007] を参照のこと。

4 Peter Marshall, Religious Identities in Henη VIII's England (Aldershot: Ashｭ

gate, 2006)の特に第一章、第九章、第十一章等を参照されたい。

5 Whiting, p. 1.具体的には、 A. G. Dickens and Dorothy Caη， eds. , The 

Reformation in England to the Accession of Elizabeth 1 (London: Arnold, 

1967)を参照のこと。

6 Paul L. Hughes and James F. Larkin, eds., Tudor Royal Proclamations, 3 vols 

(New Haven: Yale University Press, 1964-69)の第一巻を参照のこと (pp.

193-97 及び pp. 197-98)。

7 Alister E. McGrath, R々formation Thought: An Introduction (Oxford: Blackｭ

well, 1988), p. 20. 

8 既出の Marshall (2006)、 Christopher Haigh, ed. , The English Rそformation

Revised (Cambridge: Cambridge University Press, 1987)および Eamon

Duffy, The Stripping of the Altars:・ TraditionalReligion in England, c. 1400-

c. 1580, 2nd edn (New Haven: Yale University Press, 2005)を参照のこと。

また、(上からの)改革が当初民間に歓迎されなかった状況を指摘し

た J. J. Scarisbrick, The R々formationand the English People (Oxford: Blackｭ

well, 1984) も、重要な修正的議論である。

9 Duffy (2005)は当時のカトリックの信仰を‘traditional religion' (1伝統的

な宗教(または信仰)J) と呼ぶことを推奨している。用語使用の難し

さについては Lucy Wooding, Rethinking Catholicism in Rφmαtion Engｭ

land (Oxford: Oxford University Press, 2000)等を参照(pp. 1-15)0 

10 Duffy (2006)のイ也、 Kathleen Kamerick, Popular Piety and Art in the Late 

Middle Ages: Image Worship and Idolatry in England 1350-1500 (New York: 

Palgrave, 2002)中の図版にも例が見られる (pp. 169-80 の‘Images and 

Indulgences'セクシヨンを参照のこと)。

11 その攻防の模様は、 Marshall (2006)の第三章、また同氏の Beliφ 仰d

the Dead in Reformation England (Oxford: Oxford University Press, 2002) に

詳述されている。

12 E.g. Douce BB 141 , Bodleian Library, University of Oxford, foL 44v. 

13 E.g. British Library C 35. H.2, foL 62v. 

14 The Primer Set Furth by the Kinges Maiestie & His Clergie (London: 

Grafton, 1545) [STC 16044]. 
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-206- (17) 
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